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軽水炉シビアアクシデント時にセシウム（Cs）が高温の原子炉構造材(ステンレス鋼)へ化学吸着すること

により生成する可能性がある CsFeSiO4の蒸発挙動を評価するために、各種条件下で加熱試験を行った試料

の Cs の化学状態について硬Ｘ線光電子分光(HAXPES)により調査した。その結果、還元雰囲気において、

Fe が離脱して、Cs-Si-O 化合物に変化することがわかった。 
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1. 緒言 

シビアアクシデントを模擬した Cs 吸着挙動の評価実験において、高温に加熱されたステンレス鋼に含ま

れるケイ素(Si)と放出された Cs が化学吸着反応を起こし、Cs 化合物（主に CsFeSiO4）が生成されることが

明らかになっている[1,2]。さらに、事故進展の過程で吸着生成した Cs 化合物の再蒸発や再反応などが起こ

る可能性がある。そこで本研究では、CsFeSiO4の蒸発挙動の評価のために、合成した CsFeSiO4を各種条件

下（温度・雰囲気）で加熱試験を行った試料の Cs の化学状態を HAXPES により調査した。 

2. 実験方法 

加熱試験は、昇温及び降温速度 20 ̊C/min.として各温度(800, 

1000 ̊C)まで昇温、1 時間保持後徐冷した。このときの雰囲気

は、Ar-5%H2 または Ar-5%H2-5%H2O とした。加熱試験後の

試料の Cs の化学状態を BL22XU(SPring-8)に設置した

HAXPES 装置を用いて評価した。 

3. 結果・考察 

図１に加熱試験前後のCs 3dとFe 2p HAXPESスペクトルを

示す。加熱温度に関わらず、温度還元雰囲気(Ar-5% H2)で加熱

試験後の試料において Fe 2p3/2の信号強度が劇的に減少した。

これは CsFeSiO4が分解して、Fe が離脱したことを示唆してい

る。さらに、Cs 3d のピーク位置が高結合エネルギー側にシフ

トして、Cs2Si2O5 のピーク位置と一致することから、Cs-Si-O

化合物に変化したと考えられる。一方、水蒸気を含んだ雰囲

気では、加熱試験後も Fe の減少や Cs 3d スペクトルのシフト

が起こらないことから、CsFeSiO4 のまま存在していると考え

られる。 
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図1 加熱試験前後のHAXPESスペクトル
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